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（一） 昭和47年11月15日 広 報 は つ じ よ う 第66号 
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発行所 方城町 

印刷所 佐々木印刷所 

方城町の人口 
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 一

 

方 

昔城 
12 町 

日 常 

(11月1日現在） 

人 口 7.6 5 2 人 

&690 人 

&962 人 

2.0 7 1 戸 

ロ
 
男

女

 数
 

帯
 

世
 

香
典
返
し
の
お
礼
 

故
 
村
上
ナ
ツ
ノ
殿
の
逝
去
に
 

よ
り
村
上
利
雄
氏
か
ら
 
方
城
 

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
贈
し
 

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

故
 
高
津
ァ
キ
ノ
殿
の
逝
去
に
 

よ
り
高
津
順
氏
か
ら
 
方
城
町
 

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
贈
し
て
 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

会
 
体
 
育
 
大
 
会
 

（於） 

町

民

グ

 ラ
 
ン
 
ド
 

故
 
仲
村
治
吉
殿
の
逝
去
に
よ
 

り
仲
村
利
積
氏
か
ら
 
方
城
町
 

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
贈
し
て
 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

故
 

佐
々
木
勝
殿
逝
去
に
よ
り
 

つ
け
る
 

佐
々
木
友
江
氏
か
ら
 
方
城
町
 

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
贈
し
て
 
2
猟
銃
の
携
帯
 
運
搬
 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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狩

猟

者

の

み

な

さ

ん

へ

 

狩
猟
期
間
中
に
 
猟
銃
に
よ
る
 

人
身
事
故
や
盗
難
に
か
か
ら
な
 

い
よ
う
次
の
事
項
を
厳
守
し
ま
 

し
よ
・
つ
。
 

1
 
猟
銃
及
び
同
実
包
の
保
管
 

取
扱
い
 

①
 
た
ま
を
抜
き
 
銃
は
分
 

解
し
 

た
ま
と
銃
は
別
々
に
 

堅
固
な
保
管
設
備
に
か
ぎ
を
 

か
け
て
保
管
す
る
 

②
 
銃
や
た
ま
は
絶
対
他
人
 

に
は
貸
さ
な
い
 

③
 
銃
や
た
ま
を
車
の
座
席
 

に
置
い
た
り
 
ト
ラ
ン
ク
に
 

入
れ
た
ま
ま
車
を
は
な
れ
な
 

い
 

①
 
猟
場
以
外
の
場
所
で
は
 

銃
に
た
ま
を
こ
め
な
い
 

②
 
銃
を
持
運
び
す
る
と
き
 

は
 
お
お
い
を
か
ぶ
せ
る
か
 

容
器
に
入
れ
る
 

③
 
銃
を
手
に
し
た
と
き
は
 

た
ま
の
装
て
ん
の
有
無
を
確
 

か
め
銃
口
は
絶
対
他
人
に
む
 

け
な
い
 

④
 
う
つ
と
き
は
ま
ず
矢
先
 

を
確
認
す
る
 
と
く
に
グ
ル
 

ー
プ
で
の
狩
猟
は
お
互
い
の
 

所
在
を
確
か
め
あ
う
 

3
猟
銃
用
火
薬
類
の
取
扱
い
 

た
ま
は
必
要
な
だ
け
そ
の
つ
 

ど
購
入
し
 
残
弾
が
な
い
よ
 

う
に
す
る
 
も
し
残
弾
が
あ
 

る
場
合
に
ば
堅
固
な
保
管
設
 

備
に
施
錠
し
て
保
管
す
る
。
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援
護
関
係
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
 
1
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
ま
で
 

④
猟
に
行
き
旅
館
な
ど
に
宿
 
し
ま
す
 

に
弔
馴
金
の
」
「
給
権
が
あ
つ
 

泊
す
る
際
は
機
関
部
を
分
解
 
一
次
の
方
々
は
一
時
恩
給
お
よ
 

て
四
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
 

1

、
‘
．
 

f

‘
ー
》
 

‘ 

ー
】
 
！
A
．「ー！ 

‘
『
I
 

‘
，
ー
一
 

？

ニ

「

‘

I
三
1
、

ニ

「

f
三

「

、

I

三

、

ニ

●

、

ニ

●

‘

 

し
て
保
管
す
る
な
ど
特
に
気
 

心

配

ご

と

相

談

に

 つ
 
い
て
 

一
毎
月
一
回
第
二
木
曜
日
午
前
 

8
生
活
保
護
問
題
の
指
導
 

十
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で
役
 

場
青
年
婦
人
研
修
所
裏
の
控
 

室
に
於
て
相
談
を
受
け
て
お
 

り
ま
す
の
で
お
利
用
下
さ
い
 

記
 

1
戸
籍
上
の
問
題
に
つ
い
て
 

2
土
地
境
界
線
問
題
 

3
離
婚
に
つ
い
て
難
問
題
 

4
婦
人
問
題
に
つ
い
て
色
々
 

な
職
場
及
母
子
寮
に
つ
い
て
 

5
交
通
事
故
被
害
者
加
害
者
 

等
の
な
や
み
ご
と
相
談
 

6
行
政
上
に
つ
い
て
相
談
 

7
家
庭
内
の
人
権
問
題
等
 

9
そ
の
他
色
々
な
こ
と
で
人
 

に
は
云
え
な
い
悩
み
ご
と
 

の
あ
る
方
は
お
相
談
下
さ
い
 

以
上
の
こ
と
は
秘
密
に
し
て
 

決
し
て
外
部
に
御
心
配
は
い
 

り
ま
せ
ん
 

二
相
談
員
に
つ
い
て
 

田
川
法
務
局
員
 

行
政
委
員
 
桑
野
実
生
氏
 

人
権
委
員
 
白
石
鎮
男
氏
 

母
子
婦
人
 
田
川
福
祉
 

佐
竹
女
子
 

び
一
時
扶
助
料
が
支
 

遣
族
年
金
等
を
も
ら
つ
て
い
 

・
へ
）
給
さ
れ
ま
す
 

く

 
1
旧
軍
人
と
し
て
現
役
 

や
召
集
に
よ
つ
て
入
隊
し
て
 

か
ら
引
続
い
て
三
年
以
上
七
 

年
末
満
の
実
在
職
年
が
あ
る
 

⑧
 

た
遣
族
が
死
亡
又
は
妻
が
他
 

の
者
と
婚
姻
し
た
こ
と
に
よ
 

り
戦
没
者
年
金
等
が
も
ら
え
 

な
く
な
つ
た
者
の
祖
父
母
兄
 

弟
姉
妹
等
が
今
度
請
求
が
出
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者
で
下
士
官
以
上
と
し
て
の
 

来
ま
す
 

在
職
年
が
加
算
を
含
め
て
一
 
2
昭
和
四
十
年
四
月
二
日
か
ら
 

年
以
上
の
者
 

四
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
 

、
1
 
2

一
時
扶
助
料
と
は
本
 

弔
慰
金
の
受
給
権
の
み
が
あ
 

（
ロ
F

｝ 
人
が
在
隊
中
ま
た
は
 

つ
た
戦
没
者
の
遣
族
等
で
す
 

ノ
ー
 

退
職
後
に
平
病
死
し
 
【
注
】
 

弔
慰
金
と
持
別
弔
慰
金
 

た
場
合
そ
の
軍
人
の
遺
族
 

と
は
種
別
が
違
い
ま
す
 

二
特
別
弔
慰
金
の
支
給
拡
大
で
 

以
上
の
通
り
で
住
民
課
社
会
 

次
の
よ
う
な
方
は
三
万
円
 

窓
口
援
護
係
ま
で
お
尋
ね
下
 

（
十
年
均
等
償
還
）
で
す
 

さ
い
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（三） 昭和47年11月15日 第66号 昭和47年11月15日 広 報 ほ う じ よ う （二） 第66号 》つ よ
 

じ
 

●つ ま
 

報
 

広
 

ク
中
学
高
校
卒
業
者
の
た
め
に
 

み
な
さ
ん
の
本
当
の
人
生
は
 

こ
れ
か
ら
で
す
。
将
来
自
分
の
 

能
力
を
ど
の
方
向
に
伸
ば
し
た
 

ら
よ
い
か
慎
重
に
考
え
ま
し
よ
 

う
。
技
術
革
新
の
進
展
の
な
か
 

で
技
能
を
持
つ
て
い
る
こ
と
の
 

有
利
性
は
今
後
一
段
と
強
ま
り
 

ま
す
。
磨
か
れ
た
技
能
を
充
分
 

に
振
い
、
生
産
の
よ
ろ
こ
び
を
 

味
う
こ
と
の
で
き
る
職
業
は
と
 

て
も
、
み
力
的
で
素
晴
し
い
と
 

思
い
ま
せ
ん
か
。
 

公
共
職
業
訓
練
校
の
養
成
訓
 

練
で
ミ
ツ
チ
リ
技
能
の
基
礎
を
 

固
め
将
来
の
飛
躍
に
備
え
ま
し
 

よ・つ 

に
は
失
業
保
険
金
の
支
払
延
長
 

や
訓
練
手
当
の
支
払
制
度
が
あ
 

り
ま
す
。
 

三
訓
練
生
の
特
典
 

1
授
業
料
・
材
料
費
は
無
料
で
 

す。 
2
国
鉄
 
私
鉄
バ
ス
利
用
者
に
 

は
学
生
割
引
が
あ
り
ま
す
。
 

3
訓
練
修
了
者
に
は
、
公
共
職
 

業
安
定
所
が
就
職
あ
つ
せ
ん
に
 

あ
た
り
ま
す
。
 

4
能
力
再
開
発
訓
練
を
受
講
す
 

る
人
で
公
共
職
業
安
定
所
の
指
 

示
を
受
け
た
人
に
は
、
次
の
援
 

護
措
置
が
あ
り
ま
す
。
 

の
失
業
保
険
金
受
給
者
に
は
 

訓
練
終
了
ま
で
引
き
続
い
て
失
 

（
技
能
士
と
な
る
国
家
試
験
）
 

受
験
資
格
の
実
務
経
験
年
限
が
 

普
通
7
年
の
と
こ
ろ
、
2
年
に
 

高
等
訓
練
課
程
の
修
了
者
に
は
 

1
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
短
縮
さ
れ
 

ま
す
 

2
高
等
訓
練
課
程
1
類
（
中
卒
 

者
対
象
・
訓
練
期
間
2
年
）
の
 

修
了
時
技
能
照
査
（
試
験
）
に
 

合
格
す
る
と
技
能
士
補
と
な
り
 

2
級
技
能
士
試
験
の
際
、
学
科
 

試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
 

3
高
等
訓
練
課
程
2
類
（
高
卒
 

者
対
象
・
訓
練
期
間
1
年
）
修
 

了
時
の
技
能
照
査
（
試
験
）
に
 

合
格
す
る
と
技
能
士
補
に
な
れ
 

ま
す
。
 

48 

年

度

の

職

業

訓

練

生

を

 

募

集

し

 て
 
い
 
ま

す

 

二
再
就
職
を
は
か
る
中
高
年
令
 

者
の
た
め
に
 

深
刻
な
労
働
力
不
足
の
な
か
 

で
も
中
高
年
令
者
の
再
就
職
は
 

な
か
な
か
困
難
で
す
。
し
か
し
 

技
能
を
身
に
つ
け
て
い
る
人
の
 

再
就
職
は
比
か
く
的
容
易
で
賃
 

金
面
で
も
優
遇
さ
れ
ま
す
。
公
 

共
職
業
訓
練
校
の
能
力
再
開
発
 

訓
練
は
、
一
般
中
高
年
令
失
業
 

者
を
は
じ
め
、
産
業
構
造
の
変
 

化
や
総
合
農
政
、
技
術
革
新
の
 

進
展
な
ど
に
よ
つ
て
再
就
職
、
 

転
職
を
必
要
と
す
る
人
に
対
し
 

て
、
新
た
な
能
力
を
開
発
す
る
 

た
め
に
行
う
職
業
訓
練
で
す
 

受
講
促
進
の
た
め
、
有
資
格
者
 

業
保
険
金
が
支
給
さ
れ
る
 

回
失
業
保
険
受
給
者
で
な
い
 

人
に
は
、
訓
練
期
間
中
、
次
の
 

訓
練
手
当
等
が
支
給
さ
れ
る
。
 

ァ
基
本
手
当
ィ
扶
養
手
当
ウ
受
 

講
手
当
工
通
所
手
当
 

囚
鋳
造
 
板
金
 
製
か
ん
 

金
属
プ
レ
ス
 
溶
接
 
メ
ッ
キ
 

配
管
 
プ
ロ
ツ
ク
建
築
 
電
 

気
工
事
 
左
官
 
塗
装
 
建
設
 

機
械
運
転
の
各
科
の
訓
練
受
講
 

者
に
は
、
特
職
新
受
講
奨
励
金
 

月
額
二
〇
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
 

ま
す
 

四
訓
練
修
了
者
の
資
格
と
特
典
 

専
修
訓
練
課
程
の
養
成
訓
練
 

修
了
者
に
は
、
2
級
技
能
検
定
 

4
溶
接
・
板
金
・
配
管
・
製
か
 

ん
及
び
自
動
車
整
備
各
科
の
修
 

了
生
に
は
、
ガ
ス
溶
接
技
能
講
 

習
修
了
証
が
与
え
ら
れ
、
ガ
ス
 

溶
接
取
扱
い
者
と
な
る
こ
と
が
 

で
き
ま
す
 

5
自
動
車
整
備
科
の
修
了
生
は
 

3
級
自
動
車
整
備
士
の
受
験
 

資
格
が
与
え
ら
れ
筆
記
試
験
の
 

み
で
免
許
取
得
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
危
険
物
取
扱
い
主
任
者
 

免
許
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
ま
 

す。 

田川専修職業訓練校 田川市白鳥町 電 （的474)② 1676 直方専修職業訓練校 直方市山部 電 （09492)② 1749 

訓 練 期 間 

4月 ～ 3月 

I ケ 年 

4月～3月 1 ケ年 
金属プレスのみ 

鍋こ甥｝6ケ月 
4月～9 月“ 
10月～3月 

訓 練 科 

溶接第1機械 

第2機械 

溶接第1第2 
機械 
金属プレス 
鋳造 製かん 

溶 接 

訓 練 の 種 類 

養 成 訓 練 

（専修訓 練 課程） 

能力再開発訓練 

（転換訓練課程） 

時 制 定
 

訓 練 科 訓 練 期 間 

4月 ～ 3月 

1 ケ 年 

自動車整備 

訓 練 の 種 類 

養 成 訓 練 

（専修訓 練 課程） 

1
ケ
年
 

能力再開発訓練 自動車整備 自警讐月 
（職業転換訓練課程） 電気工事電覇-9月
添田専修職業訓練校 添 田 町 電 （094703) - 169 

応募資格ほか 

訓 練 課 程 応募資格 募集期間 選考方法 

養 成 

訓 練 

専修訓練 

課程 1 年 

中卒以上の 
学力を有す 
る主として 
学卒 

12月～翌年 
2月迄訓練 
校により若 
干異る 

簡単な筆記 

テスト書類 

審査面接 

高等訓練 

課程 2年 

上に同じ 上に同じ 上に同じ 

高等訓練 

課程 1 年 

高卒以上の 
学力を有す 
る主として 
学卒者 

上に同じ 上に同じ 

能力再開 

発訓練 

職業転換 

訓練課程 

中卒以上の 
学力を有す 
る中高年令 
者 

上に同じ 上に同じ 

訓 練 の 種 類 訓 練 科 訓 練 期 間 

養 成 訓 練 

（専修訓 練課程） 

木工建築 

ブロック建築 

4月 ～ 3月 

1 ケ 年 

能力再開発訓練 

（職業転換訓練課程） 

全 上 4月 ～ 3月 

1 ケ 年 

中津原分校 香春町中津原 電（094732) - 2416 

訓 練 の 種 類 訓練科 訓 練 期 間 

能力再開発訓練 

（職業転換訓練課程） 

自動車運転 
4月～6 月‘ 

鯛ミ舗 月
 

ケ
 

h
。

 

飯塚専修職業訓練校 飯塚市総田 電 （09482) ② 3360 

高等訓練課程については公共職業安定所にお尋ね下さい 

募集は各校それぞれの要項によつて行いますが 提出書類は 

養成訓練については 入校願 職業相談票（健康診断書最終 

学校成績証明書写真付） 能力再開発訓練については入校願 

健康診断書写真等です 

なお 詳しい事は もよりの公共職業安定所か 

にお問い合せ下さい。 

I 
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融
 

訓 練 の 種 類 訓 練 科 訓 練 期 間 

養 成 訓 練 

（専修訓 練課程） 

自動車整備 

電気工事 

4月 ～ 3月 

1 ケ 年 

能力開発訓練科 

（職業転換訓練課程） 

自動車整備 

電気工事 

板金塗装 

4月 ～ 3月 

1 ケ 年 

本
校
は
昭
和
四
十
八
年
度
の
 

訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

募
集
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
 

一 

本
校
の
目
的
 

本
校
は
国
立
で
、
国
の
委
託
 

を
受
け
て
福
岡
県
が
運
営
に
あ
 

た
り
、
身
体
障
害
者
に
対
し
て
 

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
に
適
応
し
た
 

技
能
に
つ
い
て
、
組
織
的
、
系
 

統
的
職
業
訓
練
を
実
施
し
、
将
 

米
技
能
労
働
者
と
し
て
自
立
し
 

て
も
ら
う
事
を
目
的
と
し
て
い
 

ま
す
。
 

二
 
応
募
資
格
 

①
義
務
教
育
修
了
（
四
八
年
 

3
月
修
了
見
込
み
を
含
む
）
又
 

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
 

有
す
る
身
体
障
害
者
（
盲
・
ろ
 

う
あ
者
を
除
く
）
で
技
能
を
習
 

得
の
う
え
就
職
を
希
望
し
て
い
 

る
者
 

②
伝
染
性
疾
患
や
精
神
障
害
 

（
て
ん
か
ん
を
含
む
）
が
な
く
 

医
療
管
理
ま
た
は
介
護
を
必
 

要
と
せ
ず
（
補
助
器
の
使
用
は
 

可
）
団
体
生
活
に
支
障
が
な
い
 

者。 ⑧
在
校
中
の
責
任
が
も
て
る
 

確
実
な
保
証
人
が
あ
る
者
 

三
 
提
出
書
類
と
応
募
 

郵
便
局
よ
り
 

お
知
ら
せ
 

き
た
る
 

十
一
月
十
九
日
よ
り
 

速
達
を
の
ぞ
き
普
通
郵
便
 

は
日
曜
配
達
は
致
し
ま
せ
 

ん
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
 

1
提
出
書
類
 

田
所
定
の
入
校
願
・
健
康
 

診
断
書
（
公
共
職
業
安
定
所
に
 

あ
り
ま
す
）
 

回
写
真
（
全
身
・
名
刺
型
 

・
正
面
無
帽
・
3

ケ
月
以
内
撮
 

影
の
も
の
）
 

囚
最
終
学
校
卒
業
証
明
書
 

（
新
卒
者
・
理
容
科
及
び
事
務
 

科
志
望
者
の
み
）
 

昭和48年度の身体障害者 

職業訓練生を募集 

し て い ま す 

国
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
 

(6

×
6
m

で
可
）
理
容
科
志
 

望
者
の
み
 

2
応
募
手
続
 

提
出
書
類
は
所
轄
の
公
共
 

職
業
安
定
所
に
提
出
し
て
下
さ
 

い
 

四
 
入
校
後
 

①
希
望
者
は
校
内
所
在
の
寄
 

宿
寮
に
入
寮
で
き
ま
す
（
牧
容
 

定
員
・
男
子
寮
八
四
人
・
女
子
 

寮
六
十
人
）
 

②
訓
練
時
間
 

平
日
・
九
、
〇
〇
ー
十
五
、
三
 

五
分
・
土
曜
九
、
O
〇
ー
十
一
一
 

一
〇
分
 

③
休
日
は
日
曜
・
祝
日
・
盆
 

休
・
正
月
休
等
で
す
 

五
 
訓
練
生
の
特
典
 

①
授
業
料
は
不
要
 
訓
練
に
 

必
要
な
器
具
は
貸
与
し
ま
す
。
 

②
公
共
職
業
安
定
所
長
指
示
 

に
よ
り
入
校
し
た
失
業
保
険
受
 

給
資
格
者
は
、
訓
練
期
間
中
引
 

続
き
失
業
保
険
が
延
長
支
給
さ
 

れ
る
ほ
か
、
そ
れ
が
左
記
訓
練
 

手
当
に
満
た
な
い
場
合
は
そ
の
 

差
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
失
業
 

保
険
金
受
給
資
格
者
以
外
で
、
 

職
安
所
長
か
ら
本
校
え
の
入
校
 

指
示
を
受
け
て
入
校
し
だ
者
に
 

は
次
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
 

（
左
記
金
額
は
四
十
七
年
度
現
 

行
の
も
の
〕
 

困
訓
練
手
当
 

一
日
に
つ
き
 

五
五
〇
円
ー
七
一
O
円
居
住
地
 

の
地
理
区
分
・
年
令
に
よ
つ
て
 

異
り
ま
す
）
 

回
扶
養
手
当
 

一
日
に
つ
き
 

妻
七
〇
円
第
一
子
二
〇
円
母
子
 

家
庭
の
場
合
は
五
〇
円
第
一
子
 

二
〇
円
そ
の
他
一
〇
円
 

同
技
能
習
得
手
当
 

①
受
講
手
当
 

一
日
に
つ
 

き
ニ
四
七
円
 

②
通
校
手
当
 

一
月
三
五
 

O
〇
円
以
内
 

目
寄
宿
手
当
 

一
月
に
つ
き
 

六
二
〇
O
円
（
生
活
維
持
者
が
 

親
族
と
別
居
し
て
寄
宿
し
た
場
 

ロ
貝
 人

 
集
 

募
 

七
 

科 目 定 員 期 間 障 害 の 可 否 備 考 

洋服科 20 1 ケ年 軽微な上肢片側の機能障害軽度の難聴は可。 

色盲上肢片側の前腰以上の切断は不向 

男
 
女
 

洋裁科 25 ク
 

片側上肢に障害があってもふるえがなければ可。 

軽度の難聴は可。 色盲は不向 
女 

軽 印 

刷 科 

25 か 上肢障害、乱視色盲及び体幹障害で体に軽度でも 

ふるえがある者は不向 

男
 
女
 

義 肢 

装具科 

10 ク
 

下肢障害で杖の使用を必要としないもの義足装具 

者は可。 上肢障害体幹障害の重度者は不向 
男 

印 章 

彫刻科 

15 ク
 

上肢及び下肢の障害言語障害難聴視力障害のいず 

れかが重度の者は不向 

男
 
女
 

事務科 20 ク 両松葉杖使用強度の視力障害難聴手指の障害者は 

不向 

男
 
女
 

理容科 20 ク
 

上肢障害下肢歩行因難視力1.0 以下程度． 

色盲は不向 

男
 
女
 

A
口） 「

例
」
寮
に
入
居
し
た
独
身
者
 

で
月
訓
練
日
数
二
五
日
と
仮
定
 

す
れ
ば
手
当
月
額
は
次
の
通
り
 

で
す
③
8
叫
汁
誹
S

什
叫
 

G
呂
田
×
W
O
m

)
+
(
247
田
×
 

N
切
m

）
」
22
・675
正
 

@

8
叫

愛

h

S

什
卿
（
710
正
 

×
い
。
m

)
+
(
247
田
×
N
切
m

）
】
 

27
・475
旧
 

⑧
本
校
の
訓
練
課
程
修
了
後
次
 

の
年
数
の
実
務
経
験
を
経
る
と
 

左
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
 

二
年
1
2
級
技
能
検
定
試
験
 

三
年
ー
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
 

六
 
就
職
 

ほ
と
ん
ど
の
訓
練
生
が
修
了
前
 

に
就
職
が
決
つ
て
い
ま
す
 

九
 
そ
の
他
 

①
応
募
に
つ
い
て
の
詳
細
は
 

直
接
本
校
え
お
間
合
せ
下
さ
い
 

②
本
校
の
見
学
を
歓
迎
し
ま
 

す
。
訓
練
の
実
情
、
施
設
等
を
 

見
た
上
で
応
募
職
種
を
決
め
る
 

事
も
大
切
な
事
で
す
 

十
 
本
校
え
の
交
通
機
関
 

①
 
国
鉄
小
倉
駅
か
ら
⑨
西
鉄
 

バ
ス
 

平
和
通
り
第
八
乗
場
か
 

ら
小
倉
球
場
経
由
黒
原
行
で
足
 

立
中
学
校
前
下
車
 

八 選 考 

区 分 
願書提出 

期 限 

選 考 

日 時 

考

所

 

選
 
場
 

合格発 

表 日 

の
 
法
 

表
 

発

方

 

入校 日 

福 岡 

県 内 

48. 2.20 48. 2.28 

10 時 

当 校 48. 3. 7 本人及び安定 

所に通知 

48. 4. 5 

10 時 

（
足
立
中
学
校
隣
）
 

国
立
県
営
 

福
岡
県
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
 

校
 北

九
州
市
小
倉
区
萩
崎
町
2
 

番
1
号
 

闘

蹴

 
（
921
)2600

・
N
8
N
端
 

引
 

の
O
N
 



》つ よ
 

じ
 

》つ ほ
 

報
 

広
 

第66号 昭和47年11月15日 広 報 ほ う じ よ う （四） 

所

得

税

第

 2
 
期

分

 の
 
納

税

 は
 

11
 

月
 
30
 

所
得
税
の
第
2
期
分
の
納
税
 

は
 11 

月
 30 

日
（
木
）
ま
で
に
な
つ
 

て
い
ま
す
。
納
税
額
は
6
月
中
 

旬
1
期
分
と
い
つ
し
よ
に
税
務
 

署
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

納
期
限
の
 11 

月
 30 

日
（
木
）
に
遅
 

れ
ま
す
と
延
滞
税
が
か
か
り
ま
 

す
。
な
お
納
税
に
際
し
て
は
預
 

金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
税
さ
 

れ
る
振
替
納
税
制
度
が
あ
り
ま
 

す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
 

税
務
署
で
は
、
納
付
書
を
納
税
 

者
か
ら
依
頼
を
う
け
た
金
融
機
 

関
に
送
り
ま
す
。
金
融
機
関
で
 

は
指
定
さ
れ
た
預
金
口
座
か
ら
 

税
金
相
当
額
を
引
出
し
て
、
納
 

税
し
、
領
牧
証
書
を
届
け
て
く
 

れ
ま
す
 

，

、

ー

、

ー

 

町

老

 人
 
ク
 

ーフ 

日
 
ま
 
で
 
に
 
ガ】 

こ
の
取
扱
い
を
す
る
金
融
機
 

関
は
銀
行
・
相
互
銀
行
・
信
用
 

金
庫
・
信
用
組
合
・
農
業
協
同
 

組
合
等
で
す
。
す
で
に
こ
の
制
 

度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
 

納
税
相
当
額
の
預
金
の
準
備
を
 

早
目
に
お
願
い
し
ま
す
。
ま
だ
 

利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
2
期
 

分
か
ら
の
振
替
納
税
を
お
す
す
 

め
し
ま
す
。
手
続
に
つ
い
て
は
 

税
務
署
か
金
融
機
関
の
窓
口
で
 

ご
相
談
下
さ
い
。
 

⑨
 
5
 
15 

25 

5
の
日
は
 

税
の
相
談
日
で
す
ノ
 

⑨
 
税
金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
 

い
と
き
は
、
い
つ
で
も
気
軽
に
 

ど
う
ぞ
ノ
 

田
川
税
務
署
 

ブ
 

に
 
寄
 
贈
 

新
日
本
編
物
株
式
会
社
が
今
般
新
築
移
転
に
際
し
落
成
記
念
 

と
し
て
老
人
福
祉
向
上
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
町
老
人
ク
 

ラ
ブ
に
参
拾
万
円
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
 

早
速
老
人
ク
ラ
ブ
に
そ
の
主
旨
を
伝
え
る
と
共
に
使
途
に
つ
 

い
て
は
有
意
気
な
も
の
に
し
て
も
ら
う
よ
う
 

新
日
本
編
物
株
式
会
社
立
会
の
も
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
伝
達
 

い
た
し
ま
し
た
 

最
近
は
郷
土
を
考
え
直
そ
う
と
 
さ
れ
る
事
に
心
か
ら
敬
意
を
表
書
の
価
値
を
高
か
ら
し
め
て
い
 

す
る
気
運
が
高
ま
り
、
全
国
的
 
し
、
直
接
そ
の
恩
恵
に
あ
づ
か
 
る
と
と
も
に
、
明
治
維
新
前
後
 

に
郷
土
史
研
究
が
盛
ん
と
な
つ
 
る
一
人
と
し
て
感
謝
に
た
え
な
 
に
方
城
町
が
果
し
た
役
割
り
を
 

て
い
る
。
各
自
治
体
で
も
住
民
 
い。 

物
語
つ
て
い
る
。
 

の
要
望
に
こ
た
え
て
続
々
市
町
 

い
ま
資
料
編
を
拝
見
し
た
が
 

こ
の
他
社
会
関
係
、
行
政
、
 

村
史
が
編
集
、
刊
行
さ
れ
そ
の
 
こ
れ
ほ
ど
記
録
が
よ
く
保
存
さ
 
民
俗
な
ど
庶
民
生
活
に
関
係
の
 

方

城

町

史

資

料

編

に

寄

せ

 て
 

永
 

末
 

十
 
四
生
 

抗
が
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
読
 

み
馴
れ
て
い
く
う
ち
に
事
実
に
 

直
接
ぶ
つ
か
る
楽
し
さ
が
わ
い
 

て
く
る
。
又
そ
の
時
代
の
ふ
ん
 

囲
気
が
肌
身
に
感
じ
ら
れ
て
く
 

る。 

「
町
史
」
を
読
ま
れ
た
方
 

は
是
非
本
書
に
も
目
を
通
さ
れ
 

て
、
自
分
自
身
で
歴
史
を
探
る
 

楽
し
さ
を
味
わ
れ
る
事
を
お
す
 

す
め
し
た
い
。
又
子
供
の
た
め
 

に
も
是
非
一
冊
備
え
ら
れ
る
と
 

よ
い
と
思
う
。
現
代
は
と
つ
つ
 

水
準
も
著
し
く
高
ま
つ
て
い
る
 
れ
又
よ
く
発
掘
さ
れ
た
も
の
だ
 
深
い
も
の
も
豊
富
で
、
近
代
の
 
き
難
く
と
も
、
人
生
の
う
ち
一
 

戦
前
の
よ
う
に
伝
説
や
類
書
か
 
と
思
う
。
町
民
の
方
に
は
勿
論
自
治
組
織
が
ど
の
様
に
つ
く
ら
 
度
は
自
分
の
郷
土
を
知
り
た
い
 

ら
孫
引
き
し
て
つ
く
る
郷
土
史
広
く
研
究
者
の
興
味
を
ひ
く
も
 
れ
又
庶
民
の
生
活
の
推
移
が
細
 
と
い
う
意
欲
を
も
つ
と
き
が
あ
 

で
は
も
は
や
読
者
を
満
足
さ
せ
 
の
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
 

か
い
と
こ
ろ
ま
で
理
解
で
き
る
 
るo

そ
の
と
き
本
書
が
何
よ
り
 

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
郷
土
に
 
と
く
に
川
船
、
明
治
初
年
農
業
 

資
料
は
馴
れ
ぬ
文
体
で
な
が
 
の
伴
侶
と
な
る
の
は
疑
う
余
地
 

残
さ
れ
た
資
料
を
た
ん
念
に
発
作
物
の
手
引
、
炭
鉱
に
関
す
る
 
れ
て
い
る
が
、
決
し
て
難
解
で
 
が
な
い
o

そ
れ
に
し
て
も
本
書
 

掘
し
、
厳
密
に
事
実
を
調
べ
あ
 
資
料
は
例
の
な
い
も
の
で
、
本
 
は
な
い
。
は
じ
め
は
多
少
の
抵
 
の
刊
行
は
ま
づ
私
ど
も
の
よ
う
 

げ
て
い
く
手
順
を
省
く
こ
と
が
 

で
き
な
い
。
 

さ
き
に
刊
行
さ
れ
た
「
方
城
 

町
史
」
は
資
料
調
査
に
長
い
時
 

間
が
か
け
ら
れ
た
だ
け
、
読
み
 

に
日
常
資
料
を
頼
り
に
仕
事
を
 

す
す
め
て
い
る
も
に
は
こ
の
上
 

も
な
く
有
難
い
。
 

本
書
は
方
城
町
だ
け
で
な
く
 

田
川
郡
 
豊
前
の
郷
土
史
に
 

関
心
を
持
た
れ
る
人
に
は
必
備
 

の
も
の
で
あ
る
。
私
は
早
速
友
 

人
、
知
巳
の
皆
さ
ん
に
広
く
吹
 

聴
し
て
お
す
す
め
す
る
こ
と
に
 

し
て
い
る
。
 
【註】 

筆
者
は
 

田
川
市
立
図
書
館
長
郷
土
史
家
 

⑥
係
よ
り
 

町
史
資
料
編
希
望
の
方
は
方
 

城
町
教
育
委
員
会
え
お
申
込
 

下
さ
い
。
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lこ 

し、 

ご
た
え
の
あ
る
郷
土
誌
で
あ
り
 

動
 

貴
重
な
事
実
が
紹
介
さ
れ
て
い
 

て
大
変
興
味
を
ひ
か
れ
た
。
し
 

か
し
紙
数
の
関
係
で
資
料
そ
の
 

も
の
が
収
め
ら
れ
な
か
つ
た
の
 

は
残
念
な
こ
と
で
あ
つ
た
。
 
そ
 

の
後
町
当
局
は
こ
の
事
に
着
目
 

本
年
も
火
災
多
発
期
を
迎
え
 

る
に
あ
た
り
秋
の
火
災
予
防
運
 

さ
 

動
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
 

運
 

下
 

防
 

力
 

予
 

協
 

さ
れ
、
続
編
と
し
て
「
資
料
編
 

災
 

」
を
編
集
刊
行
さ
れ
る
事
に
な
 

つ
た
。
本
編
の
他
に
資
料
を
併
 

せ
て
刊
行
す
る
事
は
今
日
の
常
 

識
な
つ
て
い
る
が
、
市
は
と
も
 

か
く
町
の
規
模
で
は
な
か
な
か
 

難
し
い
事
で
あ
る
。
 

方
城
町
が
筑
豊
各
市
町
村
に
 

先
が
け
て
「
資
料
編
」
を
刊
行
 

火
 

の
 

秋
 

ご 

す
。
田
川
地
区
消
防
本
部
で
も
 

地
域
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
防
 

火
意
識
の
向
上
を
図
り
、
火
災
 

の
発
生
防
止
と
人
命
損
傷
事
故
 

の
絶
滅
を
期
す
る
た
め
、
来
る
 

11 

月
罰
日
か
ら
 12 

月
2

日
ま
で
 

の
一
週
間
秋
の
火
災
予
防
運
動
 

を
行
い
次
の
行
事
を
実
施
し
ま
 

す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

記 

1 防火宣伝立看板 けんすい幕等の掲揚 

2 サイ レ ンの吹鳴及び防火宣伝放送 

3 防火ボ ス タ ーの移動展示 

4 密集地域及び特殊建物調査 

5 広報車による防火放送 

6 消防署消防団の合同演習及び市中パ 

レー ドの実施 

7 危険物移動 タ ン ク貯蔵所の特別検査 

実施 


